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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～15-1 生産マネジメント～ 





















3-1 
近年のインターネットビジネスの隆盛に伴い、顧客に製品を届ける為の物流拠点の重要性

が高まっている。一方で、これらの物流拠点に対しての生産システムをマネジメントする

技術を適用し、そこでのQCDの改善を図ろうとする動きも強まっている。こういった状況

を踏まえた上で、経営工学の観点から以下の問いに答えよ。 
 

(1) 物流拠点内で想定され業務内容を3つ挙げて、そこでの問題発見と原因追及を行うため   
の適切な分析方法を、具体的な技法名を挙げて説明せよ。 

(2) 上記(1)で選び出した 3 つの業務の中で想定される課題をそれぞれ示し、これらを解決 
   する為の技術的提案を示せ。 

 (3)上記(2)の提案によって生じるリスク及びその回避策を簡潔に説明せよ。 

 
 1.物流施設における業務内容と問題発見技法 
  (1)(問題)ピッキング  
    (分析方法)導線分析:作業の導線を書き出し、導線が多いところを中心に改善の糸口を  
       探す。 
  (2)(問題)在庫管理  
   (分析方法)P-Q分析:出荷頻度の多い物順に品種を並べ、多いものから改善を行う。 
  (3)(問題)運搬  
   (分析方法)運搬活性分析:入荷から出荷までのフローの中での運搬活性(運び易さ)を  
       分析し、直置きやパレット置きの物はローラーをつけたり、コンベアに乗  
       せるようにし、運搬活性を高める。 
  
 2.課題と技術的提案 
 (1)ピッキングにおける課題と技術的提案 
 (課題)作業者の歩行距離が、対象物の設置エリアが決まっていないと同じ所を往復した  
   りして、ものすごく大きくなる 
 (提案)1）ロケーション管理を行い、同じ種類のものは定置化する。 

    2)大きな物のみ、ロケーションを分けて管理し、ピッキング作業を独立させること  

        で搬送距離を短くする。 
 
   (2)在庫管理における課題と技術的提案 
  (課題)P-Q分析をしようにも、常に流動している製品が一定とは限らず、対象となる商  
       品が変動する。 
    



 
(提案)商品の入れ替わるサイクルが速いので、入荷? 出荷までの流れをPOPで追った上で、 
   P-Q分析の自動化を行い、リアルタイムに追従できるような仕組みを作る。 
(3)運搬における課題と技術的提案 
(課題)大きさや重さの異なる部品が多いので、 

 1)無理に運ぼうとすると、疾病などが起きるリスクがある。 

 2)搬送する際に大きさが異なることで効率が落ちる。 

(提案) 1)治具などを活用することで、運搬しやすくする。 

    2)大きさの異なる物は別ゾーンで管理し、そのゾーンの中でピッキングを完結さ  

    せる。 
 
3.リスクとその回避策 
 (1)ピッキングに関するもの 
 (リスク)ロケーション管理をしても、そのロケーションのカテゴリーが占める面積が変  
     化する等すると、変更を繰り返す必要がある。 
 (回避策)フリーロケーション化して、コンピューターでの自動計算によりピッキング時  
     の導線を一筆描きで最短ルートを通るよう設計する。 
 
 (2)在庫管理に関するもの 
 (リスク)リアルタイムで追従しても、その結果がすでに活かせない場合がある。 
 (回避策)クリスマス商戦など、時期ごとのパターンを毎年分析することで、あらかじめ   
     対策を考え、随時修正、対策を行う。 
  
 (3)運搬に関する物 
 (リスク)1）ジグ等を製作する際に種類が多くなるとコストがかさむ。 

    2）大きさごとにピッキングゾーンを設けると、ゾーンが何箇所かに分散されるの  

     で、管理が煩雑になる。 
(回避策)1）パレットやパレティーナなど、搬送する際の荷姿を極力少ないパターンに分け、   

     キャスターをつけるなどして運搬活性を高めて運用を楽にする。 

    2)ゾーンは分けつつも、ゾーン間を自動搬送したり、コンピューターにより一体 

     管理を行うことで一つの敷地のように扱う。 





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～15-2 サービスマネジメント～ 























 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～15-3 ロジスティクス～ 





選択科目   ロジスティクス 
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技術部門   経営工学部門 

専門とする事項  物流の計画・改善 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 

 

Ⅱ－１－１  

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

( 1 ) ク ロ ス ド ッ キ ン グ と は  

 ク ロ ス ド ッ キ ン グ と は 、 輸 送 の 中 継 点 に て 荷 物 を  

受 け 、 効 率 よ く 輸 送 す る た め 仕 分 け を し て 再 び 輸 送  

す る こ と で あ る 。 通 常 、 ト ラ ッ ク 輸 送 で あ る が 、 モ  

ー ド が 違 う 鉄 道 ・ フ ェ リ ー と ト ラ ッ ク の 組 合 せ 及 び  

そ の 逆 も あ る 。  

( 2 ) ク ロ ス ド ッ キ ン グ 率 を 高 め る 際 の 留 意 点  

 ク ロ ス ド ッ キ ン グ 率 を 高 め る 菜 の 留 意 点 は ① ユ ニ ッ  

ト ロ ー ド の 徹 底 、 ② ク ロ ス ド ッ キ ン グ の タ イ ミ ン グ 、  

が 挙 げ ら れ る 。 ① ユ ニ ッ ト ロ ー ド の 統 一 は 、 中 継 点 で 、

手 作 業 に て 荷 役 を す る の は 、 作 業 効 率 を 低 下 さ せ る 。  

T 1 1 型 パ レ ッ ト を 導 入 し 統 一 し た 似 姿 に す べ き で あ る 。

② ク ロ ス ド ッ キ ン グ の タ イ ミ ン グ は 、 タ イ ミ ン グ が 良  

く な い と 、 中 継 点 で の 作 業 が 手 待 ち に な り 作 業 効 率 が  

落 ち る 。 ク ロ ス ド ッ キ ン グ を タ イ ム リ ー に 行 え る よ う  

に 輸 配 送 ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 が 必 要 で あ る 。  

 効 率 よ く 輸 送 す る た め に 、 物 流 シ ス テ ム と し て と ら  

え 、 全 体 最 適 と な る 中 継 点 見 直 し も 必 要 で あ る 。  

以 上  

 

 

 

 

 

 



選択科目   ロジスティクス 

平成２７年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   経営工学部門 

専門とする事項  物流の計画・改善 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 

 

Ⅱ－１－４  

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

( 1 ) ロ ジ ス テ ィ ク ス に お い て 二 酸 化 炭 素 発 生 抑 制 ・ 削

減 可 能 な 包 装 材  

 二 酸 化 炭 素 発 生 及 び 削 減 可 能 な 包 装 材 は 、 技 術 革 新  

と 共 に 色 々 と 開 発 さ れ て い る が 、 最 も 普 及 し て い る 段  

ボ ー ル を 取 り あ げ る 。  

 ( 2 ) 段 ボ ー ル を 挙 げ た 理 由  

 段 ボ ー ル の 原 料 は 、 パ ル プ 及 び 再 生 パ ル プ か ら な る  

板 紙 で 構 成 さ れ て い る 。 ラ イ ナ ー 及 び 中 し ん を 接 着 す  

る グ ル ー は 、 植 物 由 来 で あ る 。 段 ボ ー ル を 仮 に 放 置 さ  

れ て も 、 植 物 由 来 の 原 料 な の で 、 土 に か え る こ と な る 。

段 ボ ー ル を 挙 げ た 理 由 は ① 包 装 設 計 の し や す さ 、 ② リ

サ イ ク ル 率 の 高 さ で あ る 。  

① 包 装 設 計 の し や す さ は 、 商 品 に 合 わ せ た 包 装 設  

計 が 可 能 で あ る の と 、 ミ カ ン 箱 の よ う な 汎 用 性 の あ る  

箱 が 設 計 で か ら で あ る 。  

② リ サ イ ク ル 率 の 高 さ は 、 日 本 で は 約 8 0 % が リ サ イ  

ク ル さ れ て い る 。 段 ボ ー ル は 古 紙 と し て 収 集 さ れ 、 再  

生 パ ル プ と な り 、 再 生 紙 と し て 活 用 さ れ て い る 。  

              以 上  

 

 

 

 

 

 





選択科目   ロジスティクス 

平成２７年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   経営工学部門 

専門とする事項   物流の計画・改善 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 

 

Ⅱ－２－２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

は じ め に  

 包 装 設 計 に お い て 、 既 存 商 品 の 包 装 を 見 直 す 業 務 で  

S 社 に て 輸 出 用 梱 包 資 材 を 具 体 的 な 例 と し て 以 下 に 述  

べ る 。  

( 1 ) 輸 出 用 梱 包 資 材 の 包 装 設 計 の 見 直 し に つ い て 調

査 ・ 検 討 す べ き 事 項  

 海 外 用 梱 包 資 材 の 見 直 し に つ い て 調 査 ・ 検 討 す べ き  

事 項 は 、 ① 強 度 、 ② リ サ イ ク ル 性 、 ③ コ ス ト で あ る 。  

① 強 度  

 海 外 輸 送 は 日 本 国 内 の 輸 送 環 境 に 比 較 す る と 、 非 常  

に 厳 し い 。 輸 出 用 梱 包 資 材 が 、 厳 し い 海 外 輸 送 管 強 に  

耐 え う る 強 度 を 備 え る 必 要 が あ る 。  

② リ サ イ ク ル 性  

 海 外 用 梱 包 資 材 は 、 リ サ イ ク ル を 前 提 に 設 計 し て い  

る が 、 リ サ イ ク ル 率 を 向 上 さ せ る 必 要 が あ る 。 現 行 の  

リ サ イ ク ル 率 が 向 上 す れ ば 、 コ ス ト ダ ウ ン に つ な が り 、

環 境 及 び コ ス ト 両 面 か ら 検 討 す る 必 要 が あ る 。  

③ コ ス ト  

 現 行 の 輸 出 用 梱 包 資 材 の コ ス ト ダ ウ ン は 、 材 質 の 見  

直 し や 包 装 設 計 の 見 直 し を 行 っ て 検 討 す る 必 要 が あ る 。

 ( 2 ) 業 務 を 進 め る 手 順  

 輸 出 用 梱 包 資 材 の 見 直 を 進 め る 手 順 は 、 ( 1 ) で 挙 げ

た 調 査 ・ 検 討 す べ き 事 項 を 日 本 に て 包 装 設 計 を 行 い 、

試 作 品 を 作 成 す る 。  

 次 に 試 作 品 の 強 度 を 検 証 す る た め に 、 圧 縮 強 度 試 験  
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○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

を 行 う 。 必 要 に 応 じ て 、 動 荷 重 を 検 証 す る 片 支 持 り ょ  

う 落 下 試 験 も 行 う 。  

 試 作 品 が 、 十 分 な 強 度 と リ サ イ ク ル 性 が 確 認 で き た  

後 に 、 試 作 品 を 実 際 の 海 外 輸 送 ト ラ イ ア ル を 行 う 。 包  

装 設 計 や 試 験 に て 検 証 し た 強 度 が 保 た れ る か 、 実 際 の  

厳 し い 海 外 輸 送 環 境 で 確 認 を 行 う 。 こ れ に 加 え 、 梱 包  

作 業 で 作 業 性 を 確 認 す る と 共 に 、 リ サ イ ク ル 性 も 確 認  

す る 。  

 海 外 輸 送 の ト ラ イ ア ル で 課 題 を ク リ ア で き た か 検 証  

し た 後 、 コ ス ト の 検 証 を 行 う 。 既 存 の 輸 出 用 梱 包 資 材  

か ら コ ス ト ダ ウ ン で き る か ど う か 、 原 材 料 の 見 直 し や  

複 雑 な 構 造 を シ ン プ ル に す る な ど 検 討 す る 。  

 ① 強 度 、 ② リ サ イ ク ル 性 、 ③ コ ス ト ダ ウ ン を 検 証 し  

た 後 、 新 規 の 輸 出 用 梱 包 資 材 を 量 産 し 、 物 流 シ ス テ ム  

に 投 入 す る 。  

( 3 ) 業 務 を 進 め る に 当 た っ て 留 意 す べ き 事 項  

 輸 出 用 梱 包 資 材 は 、 日 本 で 包 装 設 計 を 行 う が 、 日 本  

だ け で な く 、 海 外 拠 点 か ら 情 報 収 集 が 必 要 で あ る 。 海  

外 拠 点 の 日 本 人 駐 在 員 か ら 情 報 入 手 す る 場 合 が 多 い が 、

現 地 ス タ ッ フ か ら 情 報 収 集 が 重 要 で あ る 。 海 外 で の 現  

場 の 生 の 声 を 吸 い 上 げ て 、 輸 出 用 梱 包 資 材 の 包 装 設 計  

に 反 映 さ せ る 必 要 が あ る 。  

こ の た め 、 日 本 と 海 外 拠 点 と 、 日 頃 か ら コ ミ ュ ニ ケ  

ー シ ョ ン を 図 り 、 必 要 な と き に 必 要 な 情 報 が 得 ら れ る  

よ う に し て お く べ き で あ る 。            以 上  





選択科目   ロジスティクス 

平成２７年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   経営工学部門 

専門とする事項   物流の計画・改善 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 

 

Ⅲ－２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25字

※

は じ め に  

 ロ ジ ス テ ィ ク ス シ ス テ ム に お い て 、 包 装 の 開 封 性  

は 重 要 で あ る 。 段 ボ ー ル の 開 封 性 に つ い て 、 S 社 で 導  

入 し て い る 海 外 用 梱 包 資 材 に つ い て 、 技 術 者 と し て  

取 り 組 ん だ 事 例 を 以 下 に 述 べ る 。  

 ( 1 )  海 外 用 梱 包 資 材 の 開 封 性 に つ い て の 課 題 と 理 由  

S 社 は 、 自 動 車 用 部 品 メ ー カ ー で 、 海 外 3 4 ヶ 国 9 4  

拠 点 あ り 、 日 本 か ら 部 材 を 輸 出 し 、 海 外 で 生 産 し て 日  

本 に 製 品 を 輸 入 し て い る 。 荷 量 は 、 4 0 ’ コ ン テ ナ で 毎

月 約 1 0 0 0 本 を 輸 出 入 し て い る 。  

 海 外 用 梱 包 資 材 の 開 封 性 の 課 題 は 、 ① 作 業 の し や す  

さ 、 ② 強 度 、 ③ リ サ イ ク ル 性 で あ る 。 ① 作 業 の し や す  

さ は 、 従 来 の 作 業 で は プ ラ ス チ ッ ク 製 の 固 定 バ ン ド に  

金 属 の 留 め 具 を 使 用 し て い た 。 こ れ は 、 専 用 工 具 が 必  

要 で 、 誰 で も 作 業 が で き る も の で は な か っ た 。 ② 強 度  

は 、 海 外 輸 送 に 耐 え う る だ け の 強 度 が 必 要 で あ る 。 ③  

リ サ イ ク ル 性 は 、 以 前 の 金 属 製 は １ 回 だ け の 使 用 で リ  

サ イ ク ル は 不 可 能 で あ っ た 。  

 こ れ ら の 課 題 を 挙 げ た 理 由 は 、 物 流 費 の コ ス ト ダ ウ  

ン と と も に 、 作 業 性 の 向 上 と リ サ イ ク ル 率 向 上 が 会 社  

の 方 針 と し て 展 開 さ れ た た め で あ る 。  

( 2 ) 海 外 用 梱 包 資 材 の 開 封 性 の 対 策 に つ い て 最 大 の 効  

果 を あ げ る た め の 課 題 と 、 そ れ を 解 決 す る 技 術 的 提 案  

 最 大 の 効 果 を 上 げ る た め の 課 題 は 、 全 て の 課 題 を 解  

決 で き 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 留 め 具 を 提 案 し た 。 こ れ は 、
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輸 送 中 の 衝 撃 ・ 振 動 に 耐 え う る 素 材 で あ る と 共 に 、 プ  

ラ ス チ ッ ク 製 バ ン ド に も 変 更 可 能 で あ っ た 。 も う 一 つ  

の 課 題 で あ る リ サ イ ク ル 製 で あ る が 、 通 常 の 海 外 輸 送  

で あ れ ば 、 バ ン ド 及 び プ レ ス チ ッ ク 製 留 め 具 が リ サ イ  

ク ル 可 能 で 、 梱 包 後 の 開 封 （ 開 梱 ） も 容 易 に な る 提 案  

を 行 っ た 。  

( 3 ) 技 術 的 提 案 が も た ら す 効 果 と そ こ に 潜 む リ ス ク  

① 技 術 提 案 の 効 果  

海 外 用 梱 包 資 材 に 使 用 す る プ ラ ス チ ッ ク 製 の 留 め  

具 は 、 金 属 製 の 留 め 具 と 比 較 し て 、 安 価 で コ ス ト ダ ウ  

ン が 図 ら れ た 。 こ れ に 加 え 、 輸 出 梱 包 な ど の 作 業 性 の  

向 上 し た 。 輸 出 だ け で な く 、 海 外 の 工 場 で の 開 梱 や 製  

品 梱 包 作 業 も 作 業 性 が 向 上 し 、 日 本 で の 輸 入 後 の 開 梱  

も 作 業 性 が 向 上 し た 。 ま た 、 日 本 に 輸 入 後 、 製 品 自 体

の 品 質 保 証 に 関 連 す る 、 製 品 自 体 の 手 直 し ・ 検 査 は 、  

品 質 保 証 部 が 行 っ て い る 。 プ レ ス チ ッ ク 製 の 留 め 具 に  

変 更 し た と こ ろ 、 検 査 効 率 が 向 上 し た 。  

海 外 用 梱 包 資 材 の プ レ ス チ ッ ク 製 留 め 具 に 変 更 し た

効 果 は 、 物 流 費 全 体 で 2 0 % の コ ス ト ダ ウ ン が で き た 。  

こ れ は 、 従 来 の 留 め 具 単 価 か ら 4 0 % の コ ス ト ダ ウ ン が  

図 ら れ た 。 こ れ に 加 え 、 梱 包 ・ 開 梱 作 業 が 効 率 化 さ れ  

作 業 性 が 上 が り 、 輸 出 梱 包 作 業 料 が 2 0 % コ ス ト ダ ウ ン  

で き 、 輸 入 後 の 開 梱 ・ 詰 替 作 業 料 が 3 0 % コ ス ト ダ ウ ン  

が で き た 。 ま た 、 検 査 で の 作 業 も 作 業 性 向 上 と 共 に 、  

1 0 % の コ ス ト ダ ウ ン が で き た 。  
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② 技 術 提 案 に 潜 む リ ス ク は 、 通 常 の 海 外 輸 送 で は 、 プ  

ラ ス チ ッ ク 製 の 留 め 具 を リ サ イ ク ル 可 能 で あ る が 、 発  

展 途 上 国 な ど で 、 長 距 離 の 陸 上 輸 送 を 行 っ た 場 合 に 、  

輸 送 中 の 振 動 で 荷 崩 れ を 発 生 さ せ る リ ス ク が あ る 。  

 こ の リ ス ク に 対 し て は 、 輸 送 ト ラ イ ア ル や 積 載 貨 物  

の 重 量 制 限 な ど を 実 施 し 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 留 め 具 が  

有 効 な 物 流 シ ス テ ム を 構 築 す る 必 要 が あ る 。  

                     以 上  
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